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坂上節明宗家

坂上隆祥師

摩文仁賢和師

糸洲安恒師

　糸洲流空手道は「首里手」の大家である松村宗棍師（1798 ～ 1890）に源を発し、近世の

拳聖と世人に仰がれている糸洲安恒師（1830 ～ 1915）を流祖としている。

　糸洲安恒師は、これまで「唐手術」と言う護身術であった「手」を体育的に改良再編し、

学校体育に取り入れ人格形成に主眼を置いて昇華させた。

　また、多くの型を創作し現在最も普及している平安 ( ピンアン ) の型は、糸洲安恒師が

作られたものである。

　糸洲安恒師の「型」を最も正しく学ばれた摩文仁賢和師（1889 ～ 1952）は「糸洲派二世」

を継承する。摩文仁師は「那覇手」の東恩納寛量師にも師事し、後に両師の頭文字をとり「糸

東流」を創始する。

　摩文仁師は「糸洲派」を後世に伝承させるため 1952 年 1 月、高弟の坂上隆祥（1915 ～

1993）に「糸洲派三世」を継承させる。

　坂上隆祥師は、1940 年３月「糸東流空手道坂上道場」を兵庫県川西市の自宅に開設する。

　1954 年８月に上京し、東京都葛飾区に「日本玄武館空手道場」を開設する。

　1955 年６月、横浜市鶴見区に道場を移転し「全日本空手道糸洲会総本部道場」を開設。

これを契機に会名を「全日本空手道糸洲会」とし、これより「糸洲会」と呼称する。

　1969 年 4 月、正式に流名を「糸洲流」に、会名を「日本空手道糸洲会」と命名。ロゴマー

クも制定する。

　1976 年 5月、坂上隆祥著「空手道大鑑・平安編」を会員向けに出版。続いて 1978 年 10月「空

手道型大鑑」を出版する。この本が型教材のベストセラーとして愛好者に幅広く好評を得て、

現在５版を重ね発売中である。その他「ヌンチャク・釵」など琉球古武道関係の書籍を出

版する。

　1979 年４月、糸洲流空手道の連綿たる歴史と技法が評価され日本古武道協会に空手道界

初の加入流派として承認される。

　1994 年 4 月、門下生一同の推戴を受け、坂上隆祥の嫡子節明が「糸洲流四世」を継承する。

　四世坂上節明は「型で始まり、型で終わる」と言われる糸洲安恒、摩文仁賢和、坂上隆

祥の三世代より伝承された「糸洲流型」を忠実に守り、当流の保存振興のため国内外の後

進の指導育成に努めている。

　2007 年１月より、坂上節明監修指導のもとＤＶＤ「糸洲流空手道型大鑑」を２年半の歳

月をかけて 2009 年 8 月に「全５巻」（49 型収録・英語字幕付）が完成。糸洲流空手道の「型」

規範として大きな遺産となるものと確信している。

　また、空手道の世界的発展に伴い、当流も国際交流の充実を目標に 2002 年８月、糸洲流

加盟 16 ヵ所国にて「糸洲流空手道国際連盟 (IKIF)」を結成する。

　2005 年 7 月アメリカ・ロサンゼルス、2009 年 7 月マレーシア・クアラルンプール、2013

年８月日本・大阪、2017 年８月中国・上海、2022 年デンマーク、2025 年 8 月日本・千葉

県にて「糸洲流国際空手道選手権大会」を開催する。

　現在 20 ヵ国余りが活動中であり、さらに世界に広がりを見せている。
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令
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を
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催

令
和
８
年
４
月
19
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日
）
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ト
ビ
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ネ
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セ
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阪

　

令
和
８
年
４
月
19
日
（
日
）　

15
時
よ
り
ア
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ーPREM

IUM

新
大
阪
に
於
い
て

総会

古武道功労賞を受賞された坂上宗家

令
和
８
年
度
日
本
空
手
道
糸
洲
会
理
事
会
・
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
坂
上
宗
家
・
会
長
が
議
長
と
な
り
34
名
の

役
員
の
出
席
と
１
１
７
名
の
先
生
の
委
任
状
を
得
て

以
下
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
常
任
理
事
会
を
開
催

令
和
８
年
１
月
25
日(

日
）
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ーP

R
E
M
I
U
M

新
大
阪

　

令
和
８
年
１
月
25
日
（
日
）　

15
時
よ
り
ア
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ーPREM

IUM

新
大
阪
に
於
い
て

令
和
７
年
度
日
本
空
手
道
糸
洲
会
常
任
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
30
名
の
先
生
方
の
出
席
と
11
名
の
先
生
の

委
任
状
を
い
た
だ
き
、
令
和
７
年
度
の
中
間
事
業
報

告
と
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
で
は
糸
洲
会
総
会

は
４
月
19
日
（
日
） 

ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

PREM
IUM

新
大
阪
で
開
催
。
師
範
会
研
修
会
は
前

回
国
際
大
会
で
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
今
回

は
静
岡
県
に
て
12
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）
の

開
催
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
地
区
大
会

の
予
定
な
ど
様
々
な
事
業
予
定
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
59
回
糸
洲
会
全
国
大
会
を
８
月
22
日
（
土
）
～

23
日
（
日
）
大
阪
府
立
門
真
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
が
報
告
さ
れ
大
会
実
施
要
項
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

(

会
報
委
員　

三
浦　

直)

（
１
）　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
会
計
報
告
・
会
計

監
査
報
告

（
２
）　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
に
つ
い
て

（
３
）　

役
員
改
選
に
つ
い
て

（
４
）　

第
59
回
糸
洲
会
全
国
大
会
に
つ
い
て
（
大
阪

府
門
真
市
）

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
と
な
り
新
役
員
の
大
幅
な

若
返
り
と
各
委
員
会
の
編
成
及
び
新
た
に
相
談
役
を

新
設
し
ま
し
た
。
前
回
国
際
大
会
で
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
師
範
会
研
修
会
が
、
今
回
は
静
岡
県
に
て

12
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）
の
開
催
決
定
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
坂
上
宗
家
が
４
月
１
日
（
日
）
に
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
49
回
日
本
古
武
道
演
武

大
会
で
糸
洲
流
空
手
を
演
武
さ
れ
名
誉
あ
る
古
武
道

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
会
に
お
い

て
高
橋
誠
彦
最
高
顧
問
よ
り
金
一
封
を
授
与
し
出
席

者
一
同
で
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
報
委
員　

三
浦　

直
）

高橋最高顧問より金一封授与

常任理事会

常任理事会
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高
段
位
審
査
会　

開
催

令
和
８
年
３
月
22
日
（
日
）　
横
浜
市
鶴
見
・
糸
洲
会
総
本
部
道
場

受審された方々と

　
令
和
８
年
３
月
22
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
糸
洲

会
総
本
部
道
場
に
お
い
て
高
段
者
審
査
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
審
査
に
は
今
回
は
六
段
位
の
受
審
者
は
い
な
く
て

七
段
位
が
３
名
、
八
段
位
が
３
名
の
計
６
名
の
受
審

者
と
少
な
い
審
査
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
は
坂
上
節
明
宗
家
の
立
ち
合
い
の
も
と
審
査

長
に
藤
田
榮
三
先
生
、
審
査
員
に
八
島
和
雄
先
生
、

日
野
正
剛
先
生
、
荒
司
先
生
、
そ
し
て
私
、
楠
原
清

誌
の
５
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
審
者
は
首
里
手
の
型
と
那
覇
手
の
型
の
中
か
ら

ひ
と
つ
ず
つ
選
び
連
続
し
て
演
武
す
る
形
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

全
員
の
型
演
武
終
了
後
、
審
査
員
各
自
が
講
評
を
述

べ
、
ま
と
め
に
審
査
長
の
藤
田
先
生
が
受
審
者
一
人

ず
つ
名
前
を
挙
げ
て
、
糸
洲
流
の
基
本
動
作
や
型
の

緩
急
、
強
弱
を
し
っ
か
り
正
し
く
や
っ
て
い
る
受
審

者
に
は
高
い
評
価
を
、
ま
た
、
悪
い
癖
や
明
ら
か
に

稽
古
不
足
と
み
ら
れ
る
受
審
者
に
対
し
て
は
厳
し
い

指
摘
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
坂
上
宗
家
が
基
本
や
型
に
悪
い
癖
が
あ
る

人
に
対
し
て
１
枚
の
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
例
に
挙
げ
て

「
こ
こ
に
赤
い
シ
ミ
（
悪
い
癖
）
が
つ
い
て
い
る
と

し
ま
す
。
こ
れ
を
取
り
除
か
な
い
と
元
の
き
れ
い
な

白
い
ハ
ン
カ
チ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
正
し

い
型
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
の

シ
ミ
は
簡
単
に
は
取
れ
ま
せ
ん
。
時
間
も
掛
か
り
ま

す
が
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら

こ
こ
に
お
ら
れ
る
方
は
糸
洲
会
の
高
段
者
で
あ
る
と

同
時
に
指
導
者
で
も
あ
る
か
ら
で
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
我
々
、
高
段
者
は
糸
洲
流
の
正
し
い
基
本
、
型
を

習
熟
し
て
後
進
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き
締
め
て
鍛
錬
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
原
清
誌
）

審査会風景

関
東
地
区
技
術
講
習
会
を
開
催

令
和
８
年
４
月
12
日
（
日
）　
横
浜
市
鶴
見
・
糸
洲
会
総
本
部
道
場

　

令
和
８
年
４
月
12
日
（
日
）、
横
浜
市
の
総
本
部

道
場
に
於
い
て
令
和
８
年
度
最
初
の
関
東
技
術
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
は
型
の
演
武
を
通
し
て
の
講
習
会
が
中
心
で

し
た
が
、
今
回
は
「
空
手
道
の
決
め
技
、
投
げ
技
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
上
会
長
よ
り
実
際
に
技
を
か
け
な
が
ら
の
注
意

点
等
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
20
余
名
が
掛
け
手

受
け
手
と
な
り
実
戦
に
励
み
ま
し
た
。

　
実
際
に
決
め
技
投
げ
技
を
や
っ
て
み
る
と
難
し
い

こ
と
が
多
く
、最
初
は
戸
惑
う
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

個
別
の
支
部
道
場
で
は
な
か
な
か
す
る
機
会
が
少
な

い
練
習
に
、
全
員
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

講習会に参加された方々

講習会風景

関
西
地
区
型
合
同
強
化
練
習
会

令
和
８
年
３
月
14
日
（
土
）　
大
阪
府
吹
田
市
洗
心
館
道
場

参加された方々

　
令
和
８
年
３
月
14
日（
土
）、大
阪
府
吹
田
市
の『
洗

心
館
』
に
お
い
て
、
関
西
地
区
の
各
地
域
か
ら
29
名

が
参
加
し
、
型
の
合
同
強
化
練
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
練
習
に
先
立
ち
伊
藤
収
登
関
西
地
区
技
術
委
員
長

よ
り
、
糸
洲
全
国
大
会
に
向
け
て
し
っ
か
り
技
術
を

学
び
、
今
講
習
会
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
３
名
の
講
師
を
担
当
さ
れ
る
先
生
方
の
紹

介
が
あ
り
、
主
任
講
師
の
濱
田
先
生
か
ら
練
習
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
型
に
特
化
し
た
内
容
と
な
り
、

最
初
は
全
員
で
基
本
練
習
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
本
練
習
で
は
糸
洲
、
全
空
連
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち

方
に
つ
い
て
、
歩
幅
や
、
足
裁
き
の
違
い
に
つ
い
て
、

講
師
か
ら
の
お
手
本
や
、
動
き
な
が
ら
の
修
正
を
踏

ま
え
て
、
時
間
を
か
け
て
指
導
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
ピ
ン
ア
ン
の
型
を
練
習
。
初
級
者
か
ら
上

級
者
ま
で
全
員
で
、
二
段
、
三
段
、
初
段
、
四
段
、

五
段
の
順
に
動
作
確
認
を
行
っ
た
後
に
、
極
め
に
つ

い
て
、
力
強
さ
と
ス
ピ
ー
ド
、
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を

瞬
間
的
に
最
大
化
さ
せ
る
動
作
に
つ
な
げ
る
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
講
師
自
ら
実
践
し
、
丁
寧
に
指
導
頂
け

ま
し
た
。

　
初
級
者
の
中
に
は
ピ
ン
ア
ン
の
型
を
ま
だ
覚
え
き

れ
て
い
な
い
練
習
生
も
お
り
、
不
安
そ
う
な
顔
を
し

な
が
ら
必
死
に
練
習
に
つ
い
て
い
く
微
笑
ま
し
い
光審査会風景

景
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

型
講
習
会
の
後
半
は
『
抜
砦
大
』
と
『
征
遠
鎮
』

を
練
習
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
型
を
打
つ
上
で
の
静
と
動
の
ポ
イ
ン
ト
、
型
の
分

解
、
全
空
連
と
の
違
い
も
踏
ま
え
た
説
明
も
あ
り
、

熱
の
こ
も
っ
た
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
伊
藤
収
登
技
術
委
員
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶

を
頂
き
散
開
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
は
前
回
よ
り
も
参
加
人
数
が
少
な

く
、
最
初
は
や
や
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
講
習

会
が
進
む
に
つ
れ
、
練
習
生
の
真
剣
な
眼
差
し
か
ら

強
い
向
上
心
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
気
合
の
声
も
大
き
く
参
加
人
数
の
減
少
を

払
拭
す
る
よ
う
な
迫
力
あ
る
堂
々
と
し
た
練
習
風
景

を
み
て
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
練
習
生
か
ら
は

「
す
ご
く
分
か
り
易
か
っ
た
」、

「
道
場
に
か
え
っ
て
み
ん
な
に
教
え
た
い
」

　
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な
講
習
会
だ
っ
た

と
実
感
し
ま
し
た
。
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
上
げ
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　

(

関
西
地
区
協
議
会
技
術
委
員
会　
田
中
秀
幸)

関
西
地
区　

高
段
者
講
習
会

令
和
８
年
５
月
２
日
（
土
）
門
真
市
立
公
民
館
集
会
室

講習会に参加された方々

　
関
西
地
区
協
議
会
で
初
め
て
の
高
段
者
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
藤
田
榮
三
先
生
・
濱
田
庄
蔵
先
生
・
八
島
和
雄
先

生
３
名
の
講
師
の
先
生
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た 

　
参
加
者
10
名
と
い
う
環
境
で
、
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
の
４
時
間
の
稽
古
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
新
し
い
気

づ
き
や
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た

　
深
い
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
藤
田
先
生
の
座
学
や
講

師
の
先
生
方
に
個
人
指
導
し
て
頂
い
た
こ
と
が
刺
激

に
な
り
、
ま
た
道
場
で
初
心
に
返
り
指
導
者
と
し
て

が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
講
習
会
で
し
た
。

　
次
回
参
加
者
が
増
え
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
講
習

会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
講
師
の
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吹
田
青
少
年　
永
野
嘉
子
）

藤田講師の指導
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令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）
東
京
都
日
野
市
・
市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

第
42
回
糸
洲
会
東
日
本
空
手
道
錬
成
大
会

　

令
和
８
年
２
月
22
日
（
日
）、
東
京
都
日
野
市
・

市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、「
第
42
回

糸
洲
会
東
日
本
空
手
道
錬
成
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

今
年
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
型
の
部
１
１
８
名
、

組
手
の
部
１
０
５
名
の
総
勢
１
５
５
名
の
選
手
が
参

加
し
、
し
の
ぎ
を
削
り
ま
し
た
。

選手宣誓

　
午
前
中
の
基
本
の
部
で
は
、
ま
だ
空
手
を
始
め
て

間
も
な
い
ち
び
っ
子
た
ち
が
大
き
な
気
合
と
と
も

に
、
突
き
・
蹴
り
を
力
い
っ
ぱ
い
行
う
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　
ま
た
型
の
部
で
は
、
幼
児
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
ま
で

の
選
手
が
、
糸
洲
流
の
形
と
全
空
連
指
定
形
を
披
露

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
個
性
を
充
分
に
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
演
武
を

見
せ
る
選
手
も
い
て
、会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
古
武
道
の
棒
・
釵
・
櫂
の
演
武
が
行
わ

れ
、
迫
力
の
あ
る
動
き
に
会
場
内
の
選
手
・
観
客
の

坂本審判長　荒・西ヶ谷副審判長

組手試合

視
線
が
釘
付
け
と
な
り
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
演
武
に
続
い
て
午
後
の
組
手
の
部
が
始
ま
り
、
こ

こ
で
も
選
手
た
ち
の
勇
ま
し
い
気
合
が
会
場
内
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
競
技
と
な
っ
た
一
般
団
体
戦
の
組
手
決
勝

で
は
、
勝
ち
上
が
っ
た
チ
ー
ム
の
応
援
も
加
わ
り
、

選
手
・
観
客
と
も
に
一
喜
一
憂
す
る
白
熱
し
た
試
合

と
な
り
ま
し
た
。

型試合

【
型　
個
人
戦
】

◎
基
本
～
小
学
３
年
・
９
級
以
下
男
女　
１
位
／
荒
井
梧
（
昌
武
館
）
２
位

／
相
馬
功
平
（
つ
く
ば
）
３
位
／
木
榑
麻
人
（
昌
武
館
）
𠮷
國
玄
真
（
日
野
）

◎
小
学
生 

準
８
～
７
級
の
部
男
女　
１
位
／
棚
橋
寛
政
（
昌
武
館
）
２
位
／

内
山
紗
季
（
昌
武
館
）
３
位
／
小
林
篤
輝
（
保
土
ヶ
谷
）
荒
井
桜
心
（
船
橋
）

◎
小
学
生  

準
６
～
５
級
の
部
男
女　
１
位
／
杉
山
慶
（
昌
武
館
）
２
位
／
橋

口
大
和
（
昌
武
館
）
３
位
／
長
島
織
都
（
横
須
賀
）
相
馬
藍
太
郎
（
つ
く
ば
）

５
位
／
飯
村
歩
叶（
つ
く
ば
）嶋
川
仁（
日
吉
）安
藤
尊（
子
安
）清
田
采
杏（
横

須
賀
）

◎
小
学
生  

準
４
～
３
級
の
部
男
女　
１
位
／
石
田
旬
（
翔
空
）
２
位
／
明
﨑

七
海
（
大
和
）
３
位
／
遠
藤
そ
ら
の
（
大
和
）
荒
井
ひ
か
り
（
昌
武
館
）

◎
小
学
生 

準
２
～
１
級
の
部
男
女　
１
位
／
柏
貴
文
（
つ
く
ば
）
２
位
／
福

地
香
楽
（
翔
空
）
３
位
／
柏
宗
佑
（
つ
く
ば
）
石
田
華
菜
（
翔
空
）
５
位
／

齊
藤
央（
日
野
）遠
藤
な
の
は（
大
和
）矢
動
丸
航
希（
船
橋
）𠮷
國
咲
舞（
日
野
）

◎
小
学
生  

有
段
者
の
部 

男
子　
１
位
／
竹
内
太
凰
（
日
野
）

◎
小
学
生  

有
段
者
の
部 

女
子　
１
位
／
杉
山
理
央
（
昌
武
館
）
２
位
／
前

田
結
智
佳
（
横
須
賀
）

◎
中
学
生 

男
子
の
部　
１
位
／
金
子
右
京
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
初
山
結
海

（
足
柄
館
）

◎
中
学
生 

女
子
の
部　
１
位
／
三
橋
瑚
彩
（
大
和
）
２
位
／
前
田
智
咲
（
横

須
賀
）
３
位
／
中
野
真
央
（
北
神
館
）
北
市
め
ぐ
（
つ
く
ば
）

◎
高
校
生
・
一
般(

19
歳
～
39
歳) 

男
子 

有
段
の
部　
１
位
／
内
藤
新
（
直

心
塾
）
２
位
／
篠
原
亮
太
（
昌
武
館
）
３
位
／
野
口
勇
輝
（
直
心
塾
）
倉
持

光
浩
（
昌
武
館
）

◎
一
般 
有
級
の
部 

男
女　
１
位
／
筒
井
温
彦
（
昌
武
館
）
２
位
／
佐
川
互
助

（
和
光
大
学
）
３
位
／
笹
﨑
恵
（
和
光
大
学
）
橋
本
大
知
（
和
光
大
学
）

◎
一
般  
女
子 
有
段
の
部(

19
歳
～
39
歳)　
１
位
／
小
柳
聡
美
（
昌
武
館
）

◎
マ
ス
タ
ー
ズ 
男
子 
有
段
の
部 (

40
歳
以
上)　
１
位
／
小
田
歩
（
総
本
部
）

２
位
／
小
林
豊（
保
土
ヶ
谷
）３
位
／
長
島
大
紀（
横
須
賀
）栗
原
順
一（
翔
空
）

◎
マ
ス
タ
ー
ズ 

女
子 
有
段
の
部 (

40
歳
以
上)　
１
位
／
栗
原
ゆ
り
子
（
翔

空
）

【
型　
団
体
戦
】

◎
小
学
１
～
３
年
生　

男
女　
１
位
／
昌
武
館
（
橋
口
大
和
・
棚
橋
寛
政
・

杉
山
慶
）

◎
小
学
４
年
～
６
年
生
男
女　
１
位
／
横
須
賀
（
清
田
武
陽
・
長
島
光
瞬
・

高
野
秀
虎
）

【
組
手　
個
人
戦
】

◎
幼
児
の
部
男
女　
１
位
／
荒
井
梧（
昌
武
館
）２
位
／
鈴
木
悠
誉（
日
吉
）

◎
小
学
生
１
年
生
男
子　
１
位
／
小
笠
原
榛
馬
（
荒
道
場
）
２
位
／
木
榑

麻
人
（
昌
武
館
）

◎
小
学
生
２
年
生
男
子　
１
位
／
佐
藤
陽
澄
（
荒
道
場
）
２
位
／
吉
開
叶

夢
（
荒
道
場
）
３
位
／
棚
橋
寛
政
（
昌
武
館
）
天
野
孝
祐
（
利
根
）

◎
小
学
生
３
年
生
男
子　
１
位
／
杉
山
慶
（
昌
武
館
）
２
位
／
嶋
川
仁
（
日

吉
）

◎
小
学
生
４
年
生
男
子　
１
位
／
石
田
旬（
翔
空
）２
位
／
宇
田
川
楓
雅（
利

根
）

◎
小
学
生
５
年
生
男
子　
１
位
／
高
野
秀
虎（
横
須
賀
）２
位
／
安
藤
尊（
子

安
）

◎
小
学
生
６
年
生
男
子　
１
位
／
新
垣
怜
治
（
総
本
部
）

◎
小
学
生
１
～
２
年
生 

女
子　
１
位
／
内
山
紗
季
（
昌
武
館
）

◎
小
学
生
３
～
４
年
生 

女
子　
１
位
／
榛
葉
理
七
（
利
根
）
２
位
／
長
島

織
都
（
横
須
賀
）
３
位
／
平
栞
織
（
荒
道
場
）
鈴
木
寿
奈
（
日
吉
）

◎
小
学
生
５
～
６
年
生(

女
子
の
部)　
１
位
／
杉
山
理
央
（
昌
武
館
）
２

位
／
石
田
華
菜
（
翔
空
）

◎
中
学
生
男
子　
１
位
／
金
子
右
京
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
長
瀬
大
和
（
横

須
賀
）
３
位
／
初
山
結
海
（
足
柄
館
）
櫻
井
隼
斗
（
荒
道
場
）

◎
中
学
生
女
子　
１
位
／
鷲
巣
逢
奈
（
日
吉
）
２
位
／
三
橋
瑚
彩
（
大
和
）

３
位
／
小
泉
く
る
み
（
保
土
ヶ
谷
）
百
瀬
絆
夏
（
保
土
ヶ
谷
）

◎
高
校
生
男
子　
１
位
／
櫻
井
龍
斗
（
荒
道
場
）

◎
高
校
生
女
子・一
般
有
級
有
段
（
19
歳
以
上
女
子
）　
１
位
／
米
澤
舞
（
荒

道
場
）

◎
一
般 

有
級
の
部 (

19
歳
以
上
男
子)　
１
位
／
筒
井
温
彦
（
昌
武
館
）　

２
位
／
益
戸
勇
樹
（
日
吉
）

◎
一
般 

有
段
の
部 (

19
歳
～
39
歳
男
子)　
１
位
／
鈴
木
嵐
（
保
土
ヶ
谷
）

２
位
／
在
賀
大
翔（
保
土
ヶ
谷
）３
位
／
鈴
木
空（
保
土
ヶ
谷
）鈴
木
重
輝（
保

土
ヶ
谷
）

◎
マ
ス
タ
ー
ズ 

有
段
の
部(

男
子
40
歳
以
上
）　
１
位
／
長
瀬
純
一
（
横
須

賀
）２
位
／
安
川
徳
昭（
日
吉
）３
位
／
師
岡
智
治（
翔
空
）鷲
巣
裕
一
郎（
日

吉
）

【
組
手　
団
体
戦
】

◎
一
般
男
子　
１
位
／
保
土
ヶ
谷
（
鈴
木
嵐
・
鈴
木
空
・
在
賀
大
翔
）
２

位
／
日
吉
（
安
川
徳
昭
・
鷲
巣
裕
一
郎
・
楠
崎
学
）

 

会
員
の
声

創
心
館
豊
能
支
部

　
　
　
　
　

中
山
晶
子

『
で
き
る
こ
と
』
で

培
っ
た
成
長

　
絶
対
に
勝
つ
‼　
そ
ん
な
課
題
を
心
に
決
め
、
組

手
競
技
10
ヶ
月
間
の
道
の
り
を
歩
ん
で
き
た
。

　
前
を
向
く
精
神
力
が
力
強
い
技
へ
と
連
動
し
、
ま

た
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
体
格
も
今
で
は
武
器

に
変
え
ら
れ
る
可
能
性
だ
と
教
わ
っ
た
。

　
日
々
の
稽
古
風
景
を
動
画
で
振
り
返
り
、
数
あ
る

落
胆
の
中
に
も
わ
ず
か
な
成
長
を
見
出
す
こ
と
が
希

望
と
な
っ
て
い
る
。

「
で
き
な
い
こ
と
」
の
修
正
よ
り
も
「
で
き
る
こ
と
」

へ
の
自
信
を
引
き
出
す
指
導
が
飛
び
交
う
創
心
館
豊

能
支
部
。

　
そ
ん
な
チ
ー
ム
か
ら
の
支
え
に
感
謝
し
、
３
月
の

試
合
で
得
た
初
め
て
の
「
中
段
突
き
有
効
」
を
糧
に

更
な
る
成
長
を
目
指
し
て
い
く
。

　
今
大
会
は
出
場
選
手
数
こ
そ
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
分
選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
見
応
え
の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
会
役
員
を
は
じ
め
、
こ
の
大
会
に
携

わ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、今
後
も
こ
の
大
会
が
さ
ら
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

選
手
の
皆
様
が
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
審
判
長　
坂
本
昌
浩
）

昭
和
１
０
０
年
記
念

第
49
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会

令
和
８
年
２
月
１
日
（
日
）　
東
京
・
日
本
武
道
館

表彰された坂上節明宗家

　

令
和
８
年
２
月
１
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い
て
、

全
国
各
地
に
伝
わ
る
日
本
古
武
道
36
流
派
の
出
演
で

盛
大
に
第
49
回
日
本
古
武
道
演
武
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
糸
洲
流
空
手
も
、
昭
和
54
年
の
第
２
回
日
本
古
武

道
演
武
大
会
か
ら
定
期
的
に
出
場
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
演
武
大
会
の
会
場
に
お
い
て
、
永
年
古
武

道
の
保
存
振
興
に
寄
与
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
と
し
て
坂
上
節
明
宗
家
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
受
賞
は
大
変
名
誉
の
あ
る
も
の
で
、
日

本
武
道
館
内
に
名
前
が
刻
ま
れ
保
存
さ
れ
る
そ
う
で

す
。

　
演
武
会
に
は
楠
原
清
誌
、
加
藤
淳
也
、
小
田
歩
の

３
名
師
範
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
楠
原
、
加
藤
、
小
田
の
３
名
に
よ
る
抜
砦

大
の
型
団
体
演
武
、
続
い
て
楠
原
、
小
田
に
よ
る
空

手
の
使
用
部
位
解
説
組
手
を
抜
粋
し
て
行
い
ま
し

た
。

　
最
後
に
坂
上
宗
家
、
加
藤
師
範
に
よ
る
投
げ
技
の

演
武
を
披
露
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
こ
れ
ま
で
坂
上
宗
家
と
共
に
、
古
武
道
演

武
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
感
じ

る
こ
と
は
、「
本
来
の
空
手
道
は
型
を
中
心
に
修
練

を
積
み
重
ね
心
身
を
鍛
え
、
ま
た
多
く
の
型
に
含
ま

れ
て
い
る
様
々
な
技
法
を
学
び
、
分
解
組
手
を
通
し

て
そ
の
技
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝

要
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
の
競
技
空
手
ス
ポ
ー
ツ
化
が
大
き
な
発
展
を

も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
も
大

切
に
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
原
清
誌
）演武者。
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令
和
８
年
３
月
20
日
（
金
・
祝
）
呉
市
体
育
館

第
16
回
中
国
地
区
大
会
・
第
48
回
拳
志
舘
大
会

　

令
和
８
年
３
月
20
日
（
金
・
祝
）、
呉
市
体
育
館

に
て
日
本
空
手
道
糸
洲
会
第
16
回
中
国
地
区
空
手
道

選
手
権
大
会
・
第
48
回
拳
志
舘
空
手
道
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
大
会
に
お
い
て
は
小
学
生
団
体
組
手
の
部
に
お

い
て
拳
志
舘
下
黒
瀬
支
部
が
大
会
４
連
覇
を
達
成
し

た
。

　
小
学
生
団
体
組
手
は
拳
志
舘
下
黒
瀬
支
部
が
四
連

覇
達
成
し
た
。　

　
下
黒
瀬
支
部
、
寺
西
春
翔
選
手
の
コ
メ
ン
ト
。

「
拳
志
舘
大
会
小
学
生
団
体
の
部
で
４
連
覇
を
達
成

し
、
全
て
の
大
会
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
僕
は
、
今
回
が
小
学
生
最
後
の
団
体
戦
と
な
る
の

で
、
絶
対
に
勝
っ
て
４
連
覇
す
る
と
い
う
気
持
ち
で

の
ぞ
み
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
役
割
を
果
た
せ
た

こ
と
に
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
仲
間
と
一
戦
、
一
戦
、
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
戦
い
、
下
黒
瀬
の
仲
間
、
保
護
者
の
方
、
色
ん

な
人
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
時
間
は
と
て
も
い

い
経
験
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
５
連
覇
、
６
連
覇
と
続
い
て
い
く
よ
う

に
、
矢
口
先
生
の
指
導
の
も
と
、
み
ん
な
で
一
生
懸

命
練
習
し
、
結
果
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
　
　
　
　
（
中
国
地
区
会
報
委
員
：
鈴
木
隆
徳
）

組手競技

型競技

組手競技

【
型
個
人
戦
】

◎
幼
児　

１
位
／
中
川
加
笑
桜
（
大
野
）
２
位
／
川
田
凪

紗
（
大
野
）
３
位
／
明
石
勘
右
（
大
野
）

◎
小
学
生
１
年
９
級
以
下　
１
位
／
藤
井
さ
く
ら
（
大
野
）

２
位
／
岩
田
結
衣
（
益
田
）
３
位
／
中
村
栄
心
（
創
心
館

世
羅
）

◎
小
学
生
２
年
９
級
以
下　

１
位
／
島
津
穂
尭
（
大
野
）

２
位
／
横
山
千
紗
（
大
野
）
３
位
／
大
川
稜
生
（
八
本
松
）

◎
小
学
生
３
年
以
上
９
級
以
下　

１
位
／
河
井
結
翔
（
大

野
）
２
位
／
林
田
篤
希
（
二
河
）

◎
小
学
生
８
級　

１
位
／
川
本
唯
央
（
大
野
）
２
位
／
藤

井
雄
星
（
大
野
）
３
位
／
江
嵜
晴
琉
（
八
本
松
）

◎
小
学
生
７
級　

１
位
／
横
田
華
子
（
熊
野
）
２
位
／
能

田
桔
平
（
熊
野
）
３
位
／
栗
崎
美
瑚
（
黒
瀬
）

◎
小
学
生
６
級　

１
位
／
川
田
将
暉
（
大
野
）
２
位
／
福

島
知
英
（
熊
野
）
３
位
／
愛
甲
羽
凛
（
熊
野
）

◎
小
学
生
５
級　

１
位
／
加
藤
晟
心
（
大
野
）
２
位
／
中

村
季
歩
（
大
野
）
３
位
／
藤
井
彩
花
（
大
野
）

◎
小
学
生
４
級　

１
位
／
田
中
猛
温
（
大
野
）
２
位
／
政

岡
柚
月
（
熊
野
）
３
位
／
藤
本
笑
禾
（
八
本
松
）

◎
小
学
生
３
級　

１
位
／
岡
大
和
（
大
野
）
２
位
／
田
中

六
之
助
（
昭
和
）
３
位
／
安
田
愛
梨
（
昭
和
）

◎
小
学
生
２
級　

１
位
／
福
島
志
門
（
熊
野
）
２
位
／
岡

田
樹
（
昭
和
）
３
位
／
岡
田
梨
花
（
昭
和
）

◎
中
学
生
有
級　

１
位
／
薬
師
寺
夏
実
（
夢
ヶ
丘
）
２
位

／
三
浦
美
月
（
益
田
）
３
位
／
赤
川
寧
々
（
夢
ヶ
丘
）

◎
高
校
生
・
一
般
有
級　
１
位
／
櫻
井
陽
樹
（
八
本
松
）

◎
小
学
生
１
級
以
上　

１
位
／
宮
原
空
太
（
八
本
松
）
２

位
／
藤
本
侑
駕
（
八
本
松
）
３
位
／
木
下
こ
こ
ろ
（
熊
野
）

◎
中
学
生
有
段　
１
位
／
本
山
心
愛
（
熊
野
）
２
位
／
佐
々

木
茉
梨
（
熊
野
）
３
位
／
岡
田
真
央
（
昭
和
）

◎
高
校
生
・
一
般
有
段　

１
位
／
小
林
か
お
り
（
昭
和
）

２
位
／
岡
田
満
里
（
昭
和
）
３
位
／
三
浦
真
侑
（
海
田
）

【
組
手
個
人
戦
】

◎
幼
児
男
女　

１
位
／
中
川
加
笑
桜
（
大
野
）
２
位
／
林

誠
志
郎（
八
本
松
）３
位
／
小
林
心
陽（
昭
和
）渡
邉
翔（
熊

野
）

◎
小
学
１
年
生
男
子　

１
位
／
飯
川
凜
士
（
下
黒
瀬
）
２

位
／
江
嵜
晴
琉
（
八
本
松
）
３
位
／
中
村
栄
心
（
創
心
館

世
羅
）
應
和
映
心
（
熊
野
）

◎
小
学
２
年
生
男
子　

１
位
／
川
田
将
暉
（
大
野
）
２
位

／
土
岡
蒼
（
郷
原
）
３
位
／
岡
田
悠
司
（
昭
和
）
田
原
寛

大
（
八
本
松
）

◎
小
学
３
年
生
男
子　

１
位
／
三
好
功
将
（
龍
王
）
２
位

／
吉
本
蒼
生
（
西
条
）
３
位
／
小
川
夏
芽
（
下
黒
瀬
）
愛

甲
凛
音
（
熊
野
）

◎
小
学
４
年
生
男
子　

１
位
／
田
中
猛
温
（
大
野
）
２
位

／
岡
﨑
巧
磨
（
益
田
）
３
位
／
安
田
悠
利
（
昭
和
）
岡
大

和
（
大
野
）

◎
小
学
５
年
生
男
子　

１
位
／
矢
口
大
晴
（
下
黒
瀬
）
２

位
／
大
石
蓮
（
昭
和
）
３
位
／
清
水
大
翔
（
熊
野
）
宮
原

空
太
（
八
本
松
）

◎
小
学
６
年
生
男
子　

１
位
／
小
川
天
聖
（
下
黒
瀬
）
２

位
／
寺
西
春
翔
（
下
黒
瀬
）
３
位
／
隂
野
瑠
惟
（
八
本
松
）

藤
本
侑
駕
（
八
本
松
）

◎
中
学
１
年
生
男
子　

１
位
／
香
川
竜
来
（
八
本
松
）
２

位
／
香
川
未
竜
（
八
本
松
）
３
位
／
田
中
歩
（
昭
和
）
古

屋
蓮
（
昭
和
）

◎
中
学
２・３
年
生
男
子　
１
位
／
吉
川
昇
輝
（
横
路
）
２

位
／
吉
本
充
希
（
ケ
ゴ
ヤ
）
３
位
／
小
川
響
輝
（
下
黒
瀬
）

広
保
慶
人
（
横
路
）

◎
高
校
生
男
子　

１
位
／
浅
井
来
翔
（
創
心
館
世
羅
）
２

位
／
吉
儀
成
瑛
（
創
心
館
世
羅
）

◎
一
般 

有
級
男
子　
１
位
／
櫻
井
陽
樹
（
八
本
松
）

◎
一
般 

有
段
男
子　
１
位
／
大
田
閃
徳
（
東
熊
野
）
２
位

／
久
保
颯
雅
（
東
熊
野
）

◎
小
学
１・
２
年
生
女
子　

１
位
／
木
下
み
く
り
（
熊
野
）

２
位
／
栗
崎
美
瑚
（
黒
瀬
）
３
位
／
愛
甲
羽
凛
（
熊
野
）

横
田
華
子
（
熊
野
）

◎
小
学
３・
４
年
生
女
子　

１
位
／
松
本
咲
來
（
東
熊
野
）

２
位
／
竹
中
凛
花
（
熊
野
）
３
位
／
藤
本
笑
禾
（
八
本
松
）

田
原
璃
子
（
八
本
松
）

◎
小
学
５･

６
年
生
女
子　
１
位
／
小
西
燎（
創
心
館
世
羅
）

２
位
／
高
岡
美
空（
八
本
松
）３
位
／
木
下
こ
こ
ろ（
熊
野
）

渡
邉
夏
穂
（
熊
野
）

◎
中
学
生
女
子　

１
位
／
佐
々
木
茉
梨
（
熊
野
）
２
位
／

辻
奈
央
（
八
本
松
）
３
位
／
髙
橋
も
も
子
（
ケ
ゴ
ヤ
）
福

本
柚
妃
（
八
本
松
）

◎
一
般
女
子　
１
位
／
三
浦
真
侑
（
海
田
）

【
組
手
団
体
戦
】

◎
小
学
生　

１
位
／
拳
志
舘
下
黒
瀬　

２
位
／
拳
志
舘
八

本
松　
３
位
／
拳
志
舘
龍
王
・
拳
志
舘
昭
和

◎
一
般
男
子　
１
位
／
拳
志
舘
東
熊
野

小学生団体組手四連覇下黒瀬支部 

師
範
小
論
文

芦屋空手道協会

黒木　伸厳

　

糸
洲
流
空
手
道
の
特
徴
に
つ
い
て
は
糸
洲
安
恒
師

を
流
祖
と
し
た
近
代
空
手
の
基
礎
を
築
い
た
伝
統
あ

る
流
派
で
、
最
大
の
特
徴
は
教
育
的
配
慮
に
基
づ
い

た
「
体
系
的
な
技
法
」
と
「
型
の
重
視
」
に
あ
る
。

　

糸
洲
安
恒
師
は
空
手
を
学
校
教
育
に
導
入
す
る
た

め
に
複
雑
な
技
を
整
理
し
初
心
向
け
の
「
平
安
（
ピ

ン
ア
ン
）」
の
型
を
創
出
し
現
在
も
糸
東
流
や
松
濤

館
流
な
ど
多
く
の
流
派
で
採
用
さ
れ
世
界
的
な
空
手

普
及
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

技
術
面
で
は
敏
捷
な
足
さ
ば
き
を
特
徴
と
す
る

「
首
里
手
」
を
基
盤
と
し
な
が
ら
力
強
い
呼
吸
法
を

伴
う
「
那
覇
手
」
の
技
法
も
取
り
入
れ
、
静
と
動
が

融
合
し
た
高
度
な
身
体
操
作
を
追
及
す
る
単
な
る
格

闘
技
術
の
習
得
に
留
ま
ら
ず
、
型
を
通
じ
て
心
身
を

鍛
錬
し
礼
節
を
尊
ぶ
「
人
間
形
成
の
道
」
と
し
て
の

側
面
が
極
め
て
強
い
。

　

古
流
の
武
術
性
を
保
ち
つ
つ
合
理
的
か
つ
教
育
的

な
体
系
を
確
立
し
た
点
に
糸
洲
流
の
独
自
性
と
歴
史

的
価
値
が
存
在
す
る
。

　

私
自
身
の
な
か
で
は
現
在
所
属
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
芦
屋
空
手
道
協
会
が
私
自
身
の
糸
洲
流

空
手
道
で
あ
り
道
場
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
す
べ
て
で
あ
る
。

　

今
後
は
こ
れ
を
後
進
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
に
自
分
自
身
も
精
進

し
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

糸
洲
流
空
手
道
の
特
徴
に
つ
い
て

北神館

南　邦男

　

私
が
糸
洲
流
空
手
道
を
始
め
て
間
も
な
い
こ
ろ
、

あ
る
師
範
か
ら
「
糸
洲
流
空
手
道
は
、
文
字
で
い
え

ば
行
書
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
空
手
、
本
来
の
原
型

を
引
き
継
い
で
い
る
流
派
で
す
」と
教
わ
り
ま
し
た
。

　
　

　

最
初
は
そ
の
意
味
が
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
で
は
日
本
で
唯
一
、
日
本
古
武
道
協
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
空
手
道
の
流
派
、
糸
洲
流
空
手
道

の
特
徴
を
的
確
に
表
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
糸
洲
流
空
手
道
は
糸
洲
安
恒
先
生
を
流

祖
と
す
る
首
里
手
の
流
れ
を
く
む
伝
統
的
な
流
派
で

す
。
そ
の
た
め
、
競
技
性
よ
り
も
武
道
と
し
て
の
実

戦
性
を
重
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
競
技
で
勝
敗
を
競
う
よ
り
も
、
空
手

の
技
術
や
武
術
と
し
て
の
基
本
的
動
作
を
身
に
着
け

糸
洲
流
空
手
道
の
特
徴
に
つ
い
て

る
こ
と
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
私
自
身
、
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。

　

基
本
と
型
を
正
し
い
動
作
で
反
復
練
習
す
る
こ
と

で
武
術
と
し
て
の
基
本
動
作
を
身
に
着
け
、
型
に
含

ま
れ
て
い
る
伝
統
的
な
技
法
や
そ
の
応
用
動
作
を
更

に
探
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
空
手
の
実
戦
的
な
技
術

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
首
里
手
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

力
よ
り
も
技
の
緩
急
、
迅
速
性
や
柔
軟
性
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
重
心
移
動
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
も
特
徴
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
も
意

識
し
な
が
ら
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
琉
球
古
武
道
金
剛
流
に
も
首
里
手
と
し

て
の
糸
洲
流
空
手
道
の
特
徴
と
そ
の
技
術
が
応
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
、

更
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
空
手
の
ス
ポ
ー
ツ
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
空

手
を
学
ぶ
本
来
の
目
的
で
あ
る
武
術
と
し
て
の
技
術

の
習
得
、
稽
古
を
通
じ
た
人
格
形
成
等
が
疎
か
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
糸
洲
流
空
手
道
は
、
糸
洲
安
恒
先

生
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
空
手
の
技
法
を
し
っ
か
り

と
引
継
ぎ
、
こ
れ
を
正
し
く
伝
承
し
て
い
る
流
派
だ

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
糸
洲
流
の
誇
り
を

も
っ
て
稽
古
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■
本
講
習
会
の
意
義
（
な
ぜ
身
体
の
使
い
方
を
考
え

る
の
か
）

　

型
稽
古
の
本
質
は
、
単
に
決
め
ら
れ
た
動
作
を
な

ぞ
る
こ
と
で
は
な
く
、
理
に
適
っ
た
身
体
操
作
や
技

の
原
理
を
体
得
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
教
本
や
指
導
書
で
は
、

動
作
の
形
や
手
順
に
重
点
が
置
か
れ
る
一
方
で
、
身

体
の
使
い
方
や
感
覚
、
意
識
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は

十
分
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。ま
た
、

多
く
の
型
講
習
会
に
お
い
て
も
、
見
本
動
作
の
習

得
が
中
心
と
な
り
、「
な
ぜ
そ
の
動
き
に
な
る
の
か
」

と
い
う
原
理
に
踏
み
込
む
機
会
は
必
ず
し
も
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

体
格
や
年
齢
、
経
験
が
異
な
る
中
で
、
上
手
な
人

の
動
き
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
て
も
、
必
ず
し
も
再
現

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
共
通
の

土
台
と
な
る
身
体
の
使
い
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
分
の
身
体
で
動
き
を
再

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
応
用
が
効
き
、
指
導
の
幅

も
広
げ
ら
れ
る
と
考
え
、
本
講
習
会
を
企
画
し
ま
し

た
。

■
講
習
会
の
内
容

　

前
半
は
、
骨
格
模
型
や
図
解
を
用
い
て
身
体
の
構

造
と
動
作
原
理
を
整
理
し
、
解
剖
学
お
よ
び
力
学
の

観
点
か
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
肩

甲
骨
と
股
関
節
の
操
作
」「
重
力
と
床
反
力
の
活
用
」

「
作
用
・
反
作
用
の
関
係
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
共
有
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
バ
ッ
サ
イ
大
」
お
よ
び
「
セ
ー
エ
ン

チ
ン
」
の
型
を
通
し
て
実
践
的
に
身
体
操
作
を
探
求

し
ま
し
た
。
稽
古
に
お
い
て
は
、「
足
裏
全
体
で
床

を
捉
え
る
」「
脚
は
み
ぞ
お
ち
か
ら
生
え
て
い
る
よ

う
に
使
う
」「
力
は
股
関
節
か
ら
生
ま
れ
る
」「
肩
甲

骨
か
ら
動
き
を
導
く
」
と
い
っ
た
感
覚
的
な
指
導
言

語
を
提
示
し
、
参
加
者
が
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち

な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
講
習
会
の
全
体
構
成
は
別
図
の
と
お
り
で

す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

誌上講座

　
令
和
８
年
３
月
１
日
（
日
）、
呉
市
警
固
屋
体
育
館
に
お
い
て
、
拳
志
舘
主
催
の
「
身
体
の
使
い
方
を
考
え

る
型
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
習
会
は
、
型
の
手
順
や
細
部
の
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、身
体
の
仕
組
み
や
動
作
の
原
理
を
理
解
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で
気
づ
き
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
合
っ
た
身
体
の
使
い
方
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
般
・
指
導
者
を
対

象
に
実
施
し
、
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

講
習
会
終
了
後
、
今
後
の
改
善
に
繋
げ
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。理
解
度
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
参
加
者
が
５
段
階
評
価
で
「
４
（
概
ね
理
解

で
き
た
）」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

主
な
感
想
と
し
て
、「
肩
甲
骨
と
股
関
節
を
意
識

す
る
こ
と
で
動
き
の
変
化
を
実
感
で
き
た
」「
筋
力

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
身
体
の
重
さ
を
活
用
す
る
合

理
性
を
理
解
で
き
た
」「
身
体
内
部
の
作
用
・
反
作

用
に
よ
り
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
動
作
の
質
的
な

変
化
に
つ
な
が
る
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　

空
手
に
お
い
て
は
「
気
づ
き
こ
そ
が
上
達
の
鍵
で

あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
気
づ
き
の
伴
わ
な
い
反
復

練
習
で
は
、
大
き
な
向
上
は
望
め
ま
せ
ん
。
身
体
の

使
い
方
を
工
夫
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
こ
と

自
体
に
、
空
手
の
本
質
的
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

一
方
で
近
年
、
型
に
お
い
て
は
見
た
目
の
美
し
さ
や

印
象
を
重
視
し
、
審
判
に
見
せ
る
こ
と
を
意
識
し
た

動
作
が
増
え
て
い
る
傾
向
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
本
来
継
承
す
べ
き
も
の
は
、
技
の
本
質
と
そ
の

背
後
に
あ
る
原
理
で
す
。

　

目
先
の
勝
敗
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
動
き

そ
の
も
の
の
質
を
高
め
て
い
く
稽
古
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
空
手
に
求
め
ら
れ
る
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

型
を
通
し
て

身
体
の
使
い
方
を
考
え
る

師
範　
羽
部
千
敏

骨格模型を用いて身体の構造を共有しま
した

令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
久
里
浜
海
岸

第
65
回
糸
洲
会
関
東
地
区
久
里
浜
海
岸
寒
稽
古

　

令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）、
気
温
11
度
で
天
気

も
良
く
穏
や
か
な
寒
さ
の
中
、
久
里
浜
海
岸
に
て
寒

稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
は
、
第
２
週
の
10
日
ご
ろ
で
し
た
が
、
地
元

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
久
里
浜
海
岸
お
ん
べ
焼
き
」

と
の
時
期
を
ず
ら
す
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
約
１
３
０
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

近
隣
の
「
海
辺
の
湯 

久
里
浜
店
」
に
集
合
し
、集合寒稽古

坂
上
会
長
の
新
年
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、そ
の
後
、

久
里
浜
海
岸
ま
で
一
斉
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
向
か
い
ま

し
た
。

　
そ
し
て
成
年
部
、
少
年
部
の
各
担
当
の
支
部
長
に

よ
る
準
備
体
操
、
基
本
稽
古
と
型
の
稽
古
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
。

　
少
年
部
低
学
年
・
高
学
年
、
成
年
部
女
子
・
男
子

海へ追い突き　全体

が
そ
れ
ぞ
れ
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
複
数
の
帯
を

チ
ー
ム
で
取
り
合
う
「
帯
引
き
」
と
、
色
の
紐
を
帯

に
入
れ
て
取
り
合
う
個
人
戦
の
「
し
っ
ぽ
取
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

少
年
部
も
成
年
部
も
笑
顔
で
元
気
に
挑
み
ま
し

た
。

　
勝
者
へ
の
賞
品
も
あ
り
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
希
望
者
は
上
衣
を
脱
い
で
海
岸
に
並
列
。

号
令
に
合
わ
せ
、追
い
突
き
を
し
な
が
ら
海
の
中
へ
。

　
極
寒
の
中
、
果
敢
に
海
に
突
進
し
て
い
く
姿
は
実

に
か
っ
こ
良
い
の
で
す
が
、
中
に
は
気
合
に
交
じ
り

悲
鳴
も
聞
こ
え
、
海
老
の
よ
う
に
跳
び
上
が
る
人
も

い
て
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間
で
し
た
。

　
今
年
は
海
水
の
温
度
の
方
が
低
く
、
前
に
進
む
の

が
冷
た
す
ぎ
で
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
集
合
写
真
撮
影
と
一
本
絞
め
の
あ
と「
海
辺
の
湯
」

に
戻
り
、
大
き
な
温
泉
や
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
で
温

ま
り
、
各
自
、
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
海
の
幸
を
堪
能

し
、
お
酒
な
ど
も
楽
し
み
解
散
し
ま
し
た
。

　
会
員
か
ら
は
、

「
楽
し
く
稽
古
が
で
き
た
！
」

「
ゲ
ー
ム
で
他
の
支
部
の
子
と
仲
良
く
な
れ
た
」

「
お
風
呂
が
大
き
く
て
皆
で
入
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

「
マ
グ
ロ
や
魚
介
が
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
」

「
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
」

　
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
好
き
な
地
元
・
横
須
賀
で
寒
稽
古
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、
坂
上
会
長
や
各
支
部
の
先
生
方
、
ご
参

加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
来
年
も
さ
ら
に
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
支
部　
長
瀬
裕
季
子
）

少年部の帯引き成年部の稽古

坂上会長新年のご挨拶
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令
和
８
年
４
月
21
日
（
火
）
枕
崎
市
立
武
道
館

岸
田
達
也
先
生　
糸
洲
会
枕
崎
継
承

　
令
和
８
年
４
月
21
日
（
火
）
枕
崎
市
立
武
道
館
で

岸
田
達
也
先
生
が
糸
洲
流
錬
士
の
称
号
を
井
出
俊
郎

師
範
か
ら
伝
達
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

錬士称号授与記念写真

型研修会 

　
授
与
式
に
は
保
護
者
、
会
員
一
同
が
参
加
し
受
賞

を
祝
い
ま
し
た
。

　
森
将
嗣
師
範
が
ご
逝
去
さ
れ
、
糸
洲
会
枕
崎
の
後

継
代
表
者
と
し
て
森
師
範
の
片
腕
と
し
て
、
長
期
間

指
導
・
事
務
局
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
岸
田
先
生
を
、

森
師
範
告
別
式
１
月
11
日
（
日
）、
ご
子
息
（
長
男

大
樹
、
次
男
良
太
郎
、
長
女
麻
由
子
氏
）
岸
田
達
也
、

井
出
俊
郎
、
井
出
幸
子
６
名
で
協
議
し
た
結
果
、
全

会
一
致
で
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
田
先
生
は
温
厚
・
謙
虚
・
人
柄
も
良
く
指
導
も

熱
心
で
保
護
者
や
門
下
生
に
慕
わ
れ
て
お
り
、今
後
、

枕
崎
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
井
出
も
森
師
範
の
志
を
引
き
継
ぎ
微
力
な
が
ら
糸

洲
会
枕
崎
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
本
部　
井
出
俊
郎
）

令
和
８
年
２
月
21
日
（
土
）
ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
（
２
階 

鳳
凰
の
間
）

阪
南
大
学
空
手
道
部 

創
部
60
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

　
令
和
８
年
２
月
21
日
（
土
）、ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー

ズ
大
阪
（
２
階 

鳳
凰
の
間
）
に
お
い
て
、「
阪
南
大

学
空
手
道
部 

創
部
60
周
年
記
念
祝
賀
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
創
部
60
周
年

と
い
う
節
目
を
盛
大
に
祝
う
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
学
歌
斉
唱
に
よ
り
開
会
し
、
阪
南
大
学
空

手
道
部
拳
誠
会
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
の
後
、
ご
来

賓
の
皆
様
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
本

学
空
手
道
部
顧
問
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
が
行
わ
れ
、

祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
、現
役
部
員
に
よ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
、

力
強
く
気
迫
あ
ふ
れ
る
演
武
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
督
に
よ
る
挨
拶
お

よ
び
部
員
紹
介
、
激
励
品
の
寄
贈
、
功
労
者
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
、
空
手
道
部
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
功

績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
へ
の
期
待
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
式
中
に
は
、
空
手
道
部
が
来
年
度
よ
り

阪
南
大
学
の
「
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
」
に
指
定
さ
れ
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
を
代
表
す
る
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
最
後
は
60
周
年
実
行
委
員
長
に
よ
る
謝
辞
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
、
参
加
者
一
同
が
空
手
道
部
の
さ
ら

な
る
発
展
を
願
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
記
念

す
べ
き
祝
賀
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

阪
南
大
学
空
手
道
部
の
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

参加した皆さん

現役部員の皆さん

祝宴の様子

令
和
８
年
３
月
21
日(

土)　
山
形
支
部
健
成
館

上
山
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
授
賞
式
に
参
加

　
山
形
県
上
山
市
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
健
成
館
と

申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
７
年
度
上
山
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
授

賞
式
に
て
３
名
が
受
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

殊勲賞　金内美鐘さん ( 小 2)
奨励賞　金内鼓乃さん ( 小 4)
奨励賞　木村粋さん ( 小 4)

令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）
日
本
空
手
道
連
合
会
全
国
大
会

日
本
空
手
道
連
合
会
全
国
大
会
参
加　
茨
城
利
根
支
部

　
開
設
以
来
地
味
に
活
動
を
し
て
い
る
利
根
支
部
で

す
。
現
在
は
一
般
９
名
、
小
中
学
７
名
で
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
利
根
支
部
で
す
が
、
11
月
30
日
に
開
催
さ

れ
た
連
合
会
の
全
国
大
会
に
６
名
が
関
東
地
区
の
選

考
を
経
て
出
場
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
は
支
部
開
設

50
周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
今
回
の
経
験
を
も

と
に
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（
支

部
長
・
外
川
正
広
）

利根支部出場メンバー

◎
全
国
大
会
を
目
標
に
稽
古
を
重
ね
、
試
合
に
挑
み

ま
し
た
。
結
果
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
で

楽
し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。（
大
久
保
光
織　

小

４
女
子
形
・
組
手
出
場
）

◎
初
め
て
の
全
国
大
会
、
や
は
り
皆
と
て
も
強
か
っ

た
で
す
。
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て
ま
た
僕
も
あ
の

場
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
頑
張
る
ぞ 

‼(

宇

田
川
楓
雅　
小
４
男
子
形
・
組
手
出
場)

◎
全
国
大
会
に
出
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
度

は
勝
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。(

伊
藤
心
美　

中
学
生
女
子
形
出
場
）

◎
親
子
３
人
で
出
場
で
き
た
事
が
と
て
も
嬉
し
く
、

素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。(

伊
藤
久
美
子　

マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
形
２
部
出
場)

◎
親
子
３
人
で
出
場
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今

度
は
３
人
揃
っ
て
入
賞
し
た
い
で
す
。（
伊
藤
鉄
也

　
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
形
２
部
出
場
）

◎
今
回
、
念
願
の
組
手
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
試
合
を
通
し
て
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
あ
る

と
実
感
し
、
未
熟
な
自
分
を
自
覚
し
た
次
第
で
す
。

次
回
は
形
も
優
勝
で
き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。(

秦

達
人　
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
形
三
部
・
組
手
三
部
出
場
）

追  

悼

拳
志
舘
舘
長

中
壽
賀
弘
二
先
生

　

令
和
８
年
３
月
23
日
、
拳
志
舘
舘
長
の
中
壽
賀
弘

二
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

中
壽
賀
先
生
は
、
糸
洲
会
副
理
事
長
、
師
範
会
副

幹
事
長
を
歴
任
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
糸
洲
会
の
発

展
に
多
大
な
る
ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も

師
範
会
の
活
動
に
は
格
別
の
情
熱
を
注
が
れ
、
糸
洲

流
空
手
道
の
技
術
保
存
は
も
と
よ
り
、
師
範
相
互
の

技
術
研
鑽
と
親
睦
の
深
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
温
厚
な
お
人
柄
と
確
か
な
見
識
は
、
多

く
の
門
下
生
や
指
導
者
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
で
あ

り
、
導
き
で
し
た
。

　

先
生
は
４
年
前
、
末
期
が
ん
の
宣
告
を
受
け
な
が

ら
も
、
自
ら
の
使
命
を
見
失
う
こ
と
な
く
、「
今
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
」
を
常
に
問
い
続
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
思
い
の
ま
ま
に
、
そ
れ
ま

で
と
何
一
つ
変
わ
る
こ
と
な
く
道
場
や
会
の
活
動
に

尽
力
さ
れ
る
お
姿
は
、
ま
さ
に
武
道
家
と
し
て
の
生

き
様
そ
の
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与

え
続
け
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
、
千
葉
県
浦
安
市
で
開
催
さ
れ
た
糸
洲

流
国
際
大
会
に
お
い
て
も
ご
臨
席
く
だ
さ
り
、
選
手

一
人
ひ
と
り
に
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
も
な
お
、
抗
が
ん
剤
治
療

を
受
け
な
が
ら
会
場
へ
足
を
運
ん
で
お
ら
れ
た
の
だ

と
思
う
と
、
胸
が
熱
く
な
る
と
同
時
に
、
先
生
の
覚

悟
と
責
任
感
の
強
さ
に
、
改
め
て
心
を
打
た
れ
る
思

い
で
し
た
。

　

ま
た
昨
年
、
中
壽
賀
先
生
が
拳
志
舘
舘
長
に
就
任

さ
れ
、
私
が
理
事
長
を
拝
命
し
た
折
に
は
、
広
島
よ

り
は
る
ば
る
島
根
の
自
宅
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
り
、

拳
志
舘
の
運
営
に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
空
手
に
対
す
る
深
い
想

い
や
こ
れ
ま
で
歩
ま
れ
て
き
た
道
の
り
に
つ
い
て
も

熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
一
言
一
言
が
今
も
胸

に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
今
振
り
返
れ
ば
、
そ
れ
は
先

生
ご
自
身
の
生
き
た
証
を
後
進
に
託
そ
う
と
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
僭
越
な
が
ら
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

先
生
よ
り
賜
り
ま
し
た
数
々
の
教
え
を
胸
に
刻

み
、
今
後
は
そ
れ
を
確
実
に
後
輩
へ
と
伝
え
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
中
壽
賀
先
生
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
安
ら
か
に
お

眠
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拳
志
舘　

羽
部
千
敏
）

糸
洲
会
枕
崎　

森　
将
嗣 

師
範

　

令
和
８
年
１
月
10
日
、
糸
洲
会
枕
崎
森
将
嗣
師
範

が
享
年
77
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
年
１
月
４
日
に
電
話
が
あ
り
、
昨
年
暮
れ
か
ら

仕
事
が
増
え
忙
し
い
毎
日
で
す
が
「
今
年
は
全
空
連

公
認
７
段
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
い
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
、
６
日
後
に
突
然
の

訃
報
を
聞
き
驚
き
ま
し
た
。

　

森
師
範
は
南
薩
地
区
空
手
道
連
盟
会
長
、
鹿
児

島
県
空
手
道
連
盟
理
事
と
し
て
、
地
元
枕
崎
市
で

も
青
少
年
の
空
手
道
競
技
普
及
・
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
枕
崎
空
手
道
会
を
結
成
、
会
員
数
も

増
え
（
最
高
80
名
）
順
調
に
い
っ
て
い
ま
し
た
が

平
成
14
年
腎
臓
病
が
悪
化
。
人
工
透
析
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
平
成
21
年
腎
臓
移
植
（
奥
様
博
子
さ
ん

提
供
）
に
成
功
し
体
力
も
徐
々
に
回
復
し
稽
古
も

順
調
で
し
た
が
平
成
24
年
愛
妻
（
博
子
さ
ん
）
が

膵
臓
ガ
ン
で
逝
去
、
一
時
喪
失
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、
立
ち
直
り
も
早
く
空
手
、
仕
事
も
ど
ん
な
状

況
で
も
弱
み
を
見
せ
な
い
不
屈
の
闘
志
に
感
銘
し

ま
し
た
。
令
和
２
年
古
希
を
機
に
糸
洲
流
７
段
に

挑
戦
し
障
害
を
乗
り
越
え
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
５
月
22
日
、
日
本
空
手
道
会

館
に
お
い
て
71
歳
で
難
関
の
全
空
連
公
認
６
段
に

挑
戦
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
当
日
は
井
出
も
同
行
、
約
束
組
手
で
は
元

博
通
先
生
（
大
島
高
校
）
と
演
武
「
会
場
に
轟
き
わ

た
る
雄
叫
び
と
気
合
」
で
合
格
間
違
い
な
い
と
直
感

で
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
11
月
枕
崎
の
祝
賀
会
で
当
時
の
再
現
を

森
先
生
の
代
役
と
し
て
井
出
と
元
先
生
が
会
場
で
演

武
し
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

糸
洲
会
枕
崎
の
後
継
代
表
者
に
は
告
別
式
の
会
場

で
森
先
生
の
ご
子
息
「
長
男
大
樹
、
次
男
良
太
郎
、

長
女
麻
由
子
氏
、
岸
田
先
生
、
井
出
」
を
交
え
て

話
し
合
い
片
腕
と
し
て
永
年
森
師
範
を
支
え
て
き
た

「
岸
田
達
也
先
生
」
を
満
場
一
致
で
決
定
、
現
在
順

調
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
永
年
交
流
の
あ
っ
た
森
先
生
の
意
志
「
天

の
声
を
聴
き
」
糸
洲
会
枕
崎
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
本
部　

井
出
俊
郎
）
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「
武
道
と
は
生
と
死
を
決
す
る
も
の
な
り
」。「
い
か

に
し
て
心
と
体
を
一
致
さ
せ
る
か
」
…
…
。

　
こ
の
死
生
観
と
精
神
的
形
成
に
お
い
て
、
武
道

は
宗
教
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

人
殺
し
の
「
殺
法
」
を
人
を
生
か
す
「
活
法
」
に

ま
で
昇
華
さ
せ
、
そ
の
教
訓
を
人
間
完
成
の
「
道
」

に
ま
で
発
展
さ
せ
た
精
神
は
日
本
人
の
誇
り
で
あ

る
。

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
は
、
国
際
化
の
中
で
ル
ー
ル
に

よ
っ
て
勝
敗
を
競
い
、
人
間
の
体
を
動
か
す
と
い

う
根
本
的
な
要
求
に
応
え
、
体
力
の
向
上
と
社
会

性
の
発
達
な
ど
、
人
類
の
創
造
的
な
活
動
と
し
て

発
展
し
て
い
る
。

　
空
手
道
も
時
代
の
変
化
の
中
で
、「
競
技
ス
ポ
ー

ツ
」
に
参
入
し
、
世
界
的
に
も
広
く
普
及
し
て
半

世
紀
な
る
。

　
本
来
、武
道
の
技
は
、単
に
判
定
す
る
の
で
な
く
、

技
を
仕
掛
け
て
か
ら
「
残
心
」
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
よ
っ
て
、
そ
の
技
が
完
結
性
を
持
ち
え
た
と
き

に
「
一
本
」
と
判
定
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
空
手
道
も
競
技
に
な
る
と
、「
攻
め
」

る
こ
と
一
辺
倒
に
な
り
、守
り
を
固
め
た
「
後
の
先
」

の
戦
い
方
は
、「
消
極
的
な
態
度
」
と
判
定
さ
れ
指

導
や
反
則
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
単
に

ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
合
う
ゲ
ー
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ

て
き
た
。

「
受
け
に
始
ま
る
」
教
育
的
で
護
身
的
な
武
道
の
精

神
は
、
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
本
来
の
武
道
は
居
場
所
を
失
っ
て
い
る
。

　
現
代
の
社
会
は
、
Ａ
Ｉ
（
エ
ー
ア
イ
）
と
か
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
古
代
で
言
う
５
０
０

年
に
１
回
ク
ラ
ス
の
発
明
が
10
年
単
位
で
発
明
さ

れ
、
常
識
が
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
い
る
。

　
今
日
の
常
識
が
明
日
は
も
う
変
化
す
る
時
代
を

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
は
、
歴
史
を
踏
み
越
え
て
、

現
代
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
古
典
や
伝
統
文
化
を

訪
ね
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
、
糸
洲
流
の
空
手
道
に
は
、
長
い
年
月

を
踏
み
越
え
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
糸
洲
会
が
発

行
し
て
い
る
「
空
手
道
大
鑑
」(

坂
上
隆
祥
・
著)

に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
に
洗
練
さ
れ
た
教

訓
が
空
手
道
に
は
多
く
存
在
し
て
い
る
。

▼
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
相
手
を
リ
ス
ペ

ク
ト
す
る
武
道
の
精
神
と
は
？

▼
「
型
は
受
け
に
始
ま
り
受
け
に
終
わ
る
」
受
け

の
哲
学
、
孫
子
の
兵
法
と
は
？

▼
「
人
殺
し
の
術
で
あ
っ
た
殺
法
か
ら
人
を
活
か

す
活
法
へ
」
人
間
完
成
の
道
と
は
？

▼
「
な
ぜ
武
術
で
な
く
武
道
な
の
か
」
等
々

…
…
。

　
私
た
ち
は
、競
技
だ
け
で
な
く
、空
手
道
の
『
資

源
』
を
再
認
識
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ココララムム

道
草

参
与　

林　
開
作

そ
の
二
十
八　
変
化
の
中
で

15

 

昇
段
審
査
合
格
者
一
覧

お知らせ
2026 年「紅葉号」　締切日は 2026 年８月 25 日です。

原稿の投稿については、所属長を通じて下記の地区担当の会報委員にお知らせください。
東北地区／中村博之　関東地区／坂本昌浩・長瀬裕季子

関西地区／三浦直・永野嘉子　中国地区／鈴木隆徳・中村郁美　九州地区／井出俊郎

●
少
年
部

【
初
段
】

下
垣
颯
空
、
三
田
村
勇
音
、
枝
常
柊
太
、
上
野
凛
太

郎
、
印
藤
鳳
人
、
中
尾
圭
汰
、
谷
岡
一
太
、
相
良
奏

風
、
静
間
奏
太
、
高
橋
佑
佳
、
宮
脇
悠
汰
、
藤
田
佑
、

栗
崎
雅
琥
、
仲
義
絢
乃
、
山
下
晃
平
、
中
谷
悠
花
、

桝
井
大
和
暁
、
小
関
龍
貴
、
吉
田
悠
人
、
勝
山
陽
菜
、

松
田
凰
未
、
福
田
彩
希
、
藤
田
航
世
、
重
吉
隼
汰
、

田
中
健
太
、
米
山
直
希
、
松
原
裕
樹
、
山
岡
新
、
國

安
翔
斐
、
國
安
凌
功
、
寺
西
春
翔
、
木
下
竜
吾
、
新

谷
藍
希
、
渡
部
愛
唯
、
齊
藤
収
悟
、
荒
瀬
風
雅
、
松

谷
京
龍
、
荒
谷
壮
摩
、
三
上
凛
太
郎
、
木
下
紗
歩
北

村
心
愛
、
小
吹
悠
結
、
児
玉
義
樹
、
美
濃
夏
桜
、
伊

藤
あ
み
り
、
薬
師
寺
夏
実
、
小
田
弥
琴
、
中
野
怜
皇

【
弐
段
】

粉
室　
彩
、
米
良
伊
織

●
一
般

【
初
段
】

浦
田
晃
希
、
青
木
柚
芽
、
天
満
琥
太
郎
、
西
村
隆
子
、

下
橋
煌
剛
、
合
瀬
泰
子
、
布
引
柊
史
、
小
山
虎
汰
朗
、

川
脇
顕
志
、
小
田
原
一
樹
、
坂
本
滉
武
、
相
良
奏
風
、

谷
岡
一
太
、
望
月
大
和
、
渡
久
地
佑
政
、
山
口
大
輔

【
弐
段
】

髙
橋
幸
雄
、
米
良
和
彦
、
倉
脇
多
美
、
米
澤
舞
、
長

町
由
紀
子
、
合
瀬
恭
幸
、
松
本
大
介
、
中
谷
安
那
、

岡
田
真
央
、
古
屋
美
優
、
高
橋
も
も
子
、
佐
々
木
り

お
、
信
原
太
一
、
滝
口
葉
乃

【
参
段
】

川
本
栞
、
齊
藤
秀
嗣
、
山
本
茉
歩
、
佐
々
木
一
樹

【
四
段
】

佐
々
木
和
頼
、
吉
本
雅
宏

【
五
段
】

関
谷
智
子

【
七
段
】

小
田
歩
、
長
瀬
裕
季
子

【
八
段
】

坂
本
昌
浩
、
福
元
洋
三

●
称
号

【
錬
士
】

西
野
美
樹
、
西
野
龍
一
、
井
出
幸
子
、
芝
尚
子
、
眞

壁
ち
ひ
ろ
、岸
田
達
也
、山
田
尚
、ク
ッ
ク・マ
ッ
シ
ュ

【
教
士
】

中
村
郁
美
、
得
能
裕

【
範
士
】

井
出
俊
郎

【
師
範
免
状
】

黒
木
伸
厳
、
南
邦
男

編

集

後

記

　
陽
春
の
候　
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
そ
ろ
う

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
糸
洲
会
も
４
月
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員
改

選
が
お
こ
な
わ
れ
若
返
り
の
新
役
員
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
全
国
の
様
々
な
大
会
及
び
行
事
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
第
59
回
日
本
空
手
道
糸
洲

会
全
国
選
手
権
大
会
は
大
阪
門
真
市
に
て
開
催
さ

れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
組
手
試
合
は
副
審
２
人
制
が
採

用
さ
れ
、
ま
た
メ
ン
ホ
ー
は
安
全
性
を
考
え
て
Ｖ

（
フ
ァ
イ
ブ
）
以
降
と
な
り
ま
す
。
気
を
付
け
て

下
さ
い
。

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ば
暗
い
戦
争
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
／
ロ
シ
ア
の
終
わ
り

の
見
え
な
い
戦
争
や
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
に
よ

る
中
東
の
戦
争
が
話
題
に
上
が
り
石
油
問
題
へ
と

発
展
し
て
お
り
、
各
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
制
限
や
加

工
製
品
等
の
価
格
上
昇
が
日
々
更
新
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
嘆
か
わ
し
い
事
で
す
。

　
最
後
に
今
年
に
入
り
、
糸
洲
会
に
過
大
な
貢
献

を
残
さ
れ
た
二
人
の
師
範
の
先
生
と
評
議
員
の
先

生
一
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編集委員長
三浦　直

　
松
山
城
は
４
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
、
現
存

十
二
天
守
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
日
本
に
唯
一
現
存
し
て
い
る
望
楼
型
二
重

櫓
や
「
現
存
十
二
天
守
」
の
城
郭
で
は
松
山
城

と
彦
根
城
し
か
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、

韓
国
の
倭
城
の
防
衛
手
段
で
あ
る
「
登
り
石
垣
」

が
二
之
丸
か
ら
本
丸
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
桜
の
松
山
城
が
見
た
く
て
４
月
の
桜
の
時
期

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
桜
の
花
の
中
で
松
山
城
は
と
て
も
美
し
い
姿

で
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
急
な
木
造
の
階
段
を
慎
重
に
登
り
、

天
守
の
最
上
階
に
着
く
と
そ
こ
か
ら
は
、
松
山

市
の
街
並
み
や
瀬
戸
内
海
の
海
が
手
に
取
る
よ

う
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

外
国
人
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
が
お
り

「
松
山
城
」
の
人
気
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
に
「
日
本
１
０
０
名
城
」、
平
成

19
年
に
「
美
し
い
日
本
歴
史
的
風
土
１
０
０
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

松山城（愛媛県松山市）

特
別
寄
稿

お
城
に
魅
せ
ら
れ
て　

体
誠
塾
岸
和
田
支
部　

伊
藤
収
登

名
城　

松
山
城

２
０
２
５
年　
公
認
資
格
取
得
者

●
公
認
段
位
（
四
段
以
上
）

六
段　
脊
古
雄
介
（
中
国
地
区
）
拳
志
舘

六
段　
志
賀
宏
起
（
関
西
）
泉
南

五
段　
細
川
正
剛
（
中
国
）
拳
志
舘

五
段　
西
野
龍
一
（
関
西
）
吹
田
Ｇ
青
少
年

四
段　
藤
田
誠
（
中
国
）
拳
志
舘

四
段　
北
村
晋
（
関
西
）
吹
田
Ｇ
会
洗
心
館

四
段　
石
山
忠
志
（
東
北
）
山
形
支
部
健
成
館

●
公
認
組
手
審
判

全
国
Ａ	

　
江
指
容
子
（
関
西
）
藤
田
道
場

地
区　
　
　
谷
川
義
喜
（
関
西
）
藤
田
道
場

地
区　
　
　
石
山
忠
志
（
東
北
）
山
形
支
部
健
成
館

都
道
府
県　
新
屋
政
樹
（
関
西
）
藤
田
道
場

●
公
認
形
審
判

全
国
Ａ　
藤
田
典
正
（
関
西
）
藤
田
道
場

地
区
Ｂ　
横
田
加
奈
（
中
国
）
拳
志
舘

全
国
Ｂ　
栁
澤
由
美
（
東
北
）
荒
道
場

令
和
８
年
１
月
18
日
（
日
）
亀
山
神
社

拳
志
館
グ
ル
ー
プ
２
０
２
６
年 

安
全
・
必
勝
祈
願

参加者

必勝祈願 
　

例
年
は
寒
稽
古
に
引
き
続
き
亀
山
神
社
に
て
参

拝
、
奉
納
演
武
、
安
全
・
必
勝
祈
願
を
実
施
し
て
き

た
拳
志
舘
グ
ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
は
参
加
者
を
拳
志
舘
役
員
の
み
に
限
定
し
、
１

月
18
日
（
日
）、
亀
山
神
社
へ
の
参
拝
、
安
全
・
必

勝
祈
願
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
安
全
・
必
勝
祈
願
祭
当
日
は
、
幸
い
に
も
天
候
に

恵
ま
れ
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
中
国
地
区
会
報
委
員　
鈴
木
隆
徳
）



ＤＶＤ

シリーズ全 5 巻　英語字幕付き

「糸洲流空手道型大鑑」
ＤＶＤ - ＢＯＸ
５巻組・カラー 550 分
豪華ボックス仕様
5 巻セット
会員特別価格　23,000 円

監修・指導／坂上節明　企画・協力／日本空手道糸洲会総本部　カラー・120 分
定価各巻／ 5,880 円（税込）　　会員価格／ 5,200 円　　製作／株式会社クエスト

会員必需品！　お求めは各道場責任者にお問合せください

発売／糸洲会総本部 〒 230-0048  横浜市鶴見区本町通１-16- ５
TEL：045-521-6318　FAX：045-503-

「糸洲流空手道型大鑑」

英語・スペイン語字幕付き
収録時間／ 65 分
企画・監修／坂上節明　
制作・構成・編集／小田歩
定価／ 7,000 円

【収録内容】
糸洲流の歴史
座礼
拳の握り方
立ち方
用意～直れ
部位の名称
攻撃法
防御法
受けの五原則
移動式
四方体さばき
肘当て五法・手刀打ち三法
基本型１－ 10
約束組手１－ 10
鍛錬組手
巻き藁突き

ＤＶＤ
糸
洲
流
空
手
道
入
門

基本編

日
本

空
手

道
糸

洲
会

機
関

誌
　

会
報

い
と

す
新

春
号

 　
2026

年
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１
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発

行
　（
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回
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行
）

通
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87
号

　
発
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日
本

空
手

道
糸

洲
会

総
本

部
　

〒
230-0048　

神
奈

川
県

横
浜
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鶴

見
区

本
町

通
1-16-5　

TEL.045-521-6318　
FAX.045-503-2040　
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格
200

円


